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私
た
ち
現
代
人
に
と
っ
て
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
歴
史

的
功
績
は
、
平
右
衛
門
が
組
織
に
頼
る
管
理
型
の
農
民
支

配
を
と
ら
ず
、
農
民
自
身
の
協
同
力
を
引
き
出
し
、
自
治

能
力
を
生
か
し
て
復
興
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
不
毛
の
地
と
言
わ
れ
た
武
蔵
野
台
に
82
ヶ
村
に

お
よ
ぶ
集
落
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
の
行
政
区

分
で
は
埼
玉
県
・
東
京
都
多
摩
地
域
に
か
け
て
、
20
数
自

治
体
に
及
び
ま
す
。
け
れ
ど
江
戸
時
代
を
扱
う
テ
レ
ビ
や
小

説
、
教
科
書
で
は
、
そ
う
し
た
農
民
の
協
同
力
に
つ
い
て
触

れ
る
も
の
は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。

　

震
災
か
ら
の
復
興
も
ま
ま
な
ら
ぬ
現
代
、
世
界
は
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
の
破
綻
で
行
き
詰
ま
り
、
揺
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た

め
て
地
域
の
力
、
協
同
に
よ
る
人
間
の
復
興
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
た
歴
史
上
の
人
物
と
し

て
、
川
崎
平
右
衛
門
の
功
績
を
語
り
継
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

木
村　

快)
　

武
蔵
野
台
を
拓
い
た
川
崎
平
右
衛
門
を
扱
っ
た
合
唱
構
成
劇

『
武
蔵

野
の
歌
が
聞
こ
え
る
』
は
、
２
０
１
４
年
度
の
上
演
だ
け
で
終
わ
る
つ
も

り
で
し
た
が
、
多
く
の
方
々
の
努
力
で
、
再
演
、
再
々
演
と
つ
づ
き
、
つ

い
に
は
川
崎
平
右
衛
門
没
後
２
５
０
年
で
、
平
右
衛
門
の
出
身
地
府
中

市
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
上
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
っ

た
く
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
あ
り
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
た
ま
た
ま
東
京
都
多
摩
地
区
の
小
金
井
市
に
住
ん
で
い
る

た
め
、
文
化
の
ま
ち
お
こ
し
活
動
の
一
環
と
し
て
こ
の
作
品
を
創
作
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
は
川
崎
平
右
衛
門
の
実
像
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
調
べ
て
み
る
と
川
崎
平
右
衛
門

は
享
保
の
改
革
を
成
功
に
導
い
た
重
要
な
人
物
の
一
人
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

宝
永
大
地
震
の
被
災
地
、
押
立
村
の
名
主
で
あ
り
な
が
ら
、
幕
府
の

地
方
御
用
掛

（じ
か
た
ご
よ
う
が
か
り
）
大
岡
忠
相
に
見
込
ま
れ
、
挫

折
し
か
か
っ
た
武
蔵
野
新
田
開
発
の
復
興
と
取
り
組
ん
だ
人
物
で
す
。

や
が
て
幕
府
の
代
官
と
な
り
、
美
濃
国
輪
中
地
域
の
水
害
復
興
、
今
で

は
世
界
遺
産
と
な
っ
た
出
雲
銀
山
の
復
興
を
な
し
と
げ
て
い
ま
す
。

川崎平右衛門没後 250 年記念として
【５月】
　20 日（土）府中の森芸術劇場・ふるさとホール
　　10:00　現代座公演「武蔵野の歌が聞こえる」
　　　　　　（府中市内の小中学生と父兄が鑑賞）
　　14:00　平野啓子：川崎平右衛門の語り
　　14:45　現代座公演「武蔵野の歌が聞こえる」
　　　　　　（料金未定･ 平野氏の語りとセットの予定）

　21 日（日）府中の森芸術劇場・ふるさとホール
　　10:00　現代座公演「武蔵野の歌が聞こえる」
　　　　　　（サミット関係者 ･ 招待者の予定）
　　13:00　平右衛門サミット ･シンポジウム
　　　　　　講演：東京学芸大学教授　大石　学
◆府中市の詳細は未定、変更があるかもしれません。

2 月 7 日（火）～ 5 月 7 日（日）｢ 川崎平右衛門展」
会場：江戸東京たてもの園：展示室（小金井市）

川崎平右衛門（かわさきへいえもん）
元禄７年（1694）武蔵国多摩郡押立村に生まれる。
　　　　　　　　　幼名：辰之助　
享保８年（1723）第 8 代川崎平右衛門を襲名、
　　　　　　　　　押立村名主となる。30 歳。
元文４年（1739）武蔵野新田世話役となる。46 歳。
延享２年（1745）勘定奉行支配下の代官となる。
明和４年（1767）幕府の勘定吟味役となり、
　　　　　　　　　出雲より江戸へ帰着後、没。74歳。

府中市：郷土の森博物館に立つ川崎平右衛門ブロンズ像
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大
石
学
先
生
の
こ
と

木
下
美
智
子

も
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
励
ま
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
芝
居
の

テ
ー
マ
や
創
造
の
方
向
に
つ
い
て
も
、
と
て
も
深
く
理
解
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

大
石
先
生
は
川
崎
平
右
衛
門
の
研
究
の
た
め
に
、
大
学
院
生
と

一
緒
に
、
古
文
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

『
大
岡
越
前
守
忠
相
日

記
』
か
ら
川
崎
平
右
衛
門
に
つ
い
て
の
記
述
の
あ
る
部
分
を
全
て

抜
き
出
す
と
い
う
、
大
変
な
作
業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
「
今

ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
分
か
っ
て
き
ま
し
た
よ
」

と
話
す
先
生
の
目
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
１
６
年
の
公

演
は
、
そ
の
作
業
を
し
た
４
人
の
大
学
院
生
の
方
と
い
っ
し
ょ
に
観

に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
年
２
０
１
７
年
は
、
川
崎
平
右
衛
門
没
後
２
５
０
年
に
あ
た
る

記
念
の
年
で
す
。
平
右
衛
門
の
生
ま
れ
た
府
中
市
で
は

「
平
右
衛

門
サ
ミ
ッ
ト
」
を
企
画
し
、関
係
自
治
体
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
中
で
、

大
石
先
生
が
講
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
合
唱
構
成
劇

『
武
蔵
野
の
歌
が
聞
こ
え
る
』
も
記
念
事
業
の
中
で
府
中
市
の
子
供

さ
ん
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
観
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
大
石
先
生
か
ら

「
公
演
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
何
か
に

寄
稿
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
い
う
夢
の
よ
う
な
お
申
し
出
を
い
た
だ
い

た
の
で
す
。
そ
れ
な
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
前
に
、
現
代
座
レ
ポ
ー
ト

に
も
載
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て

書
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
今
回
掲
載
し
た
文
章
で
す
。

　

先
生
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
初
演
以
来
３
年
分
の
舞
台
映
像
を
繰
り
返
し
ご

覧
に
な
り
、
３
年
分
の
台
本
を
丁
寧
に
読
み
込
ん
で
書
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
専
門
家
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
こ
と
を
色
々
指
摘
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
「
私
の
意
見
は
意
見
と
し
て
、
先
生

（
木

村
快
）
の
主
張
や
ス
ト
ー
リ
ー
は
根
幹
で
す
。
決
し
て
変
え
な
い

で
く
だ
さ
い
」
と
書
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

大
石
先
生
は
10
年
以
上
時
代
劇
の
時
代
考
証
の
仕
事
を
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
勧
善
懲
悪
、
英
雄
、
ヒ
ー
ロ
ー
の
チ
ャ
ン
バ
ラ
劇
に
違

和
感
が
あ
っ
て
、
地
域
や
日
常
に
根
付
い
た
、
庶
民
を
主
役
に
し

た
現
代
劇
と
し
て
の
時
代
劇
の
必
要
性
を
感
じ
て
お
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
先
生
は
木
村
快
へ
の
手
紙
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

「
本
作
品
は
ホ
ー
ル
で
実
演
を
見
た
時
か
ら
、
新
鮮
か
つ
納
得
で

き
る
感
じ
を
も
て
ま
し
た
。
明
快
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
加
え
て
、
役

者
さ
ん
の
技
量
、
音
楽
に
よ
る
進
行
な
ど
が
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

ラ
ス
ト
の
た
た
み
か
け
も
見
事
で
し
た
。」

　

「
市
場
原
理
、
競
争
原
理
に
席
巻
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
き
し
み
、
格
差
が
広
が
る
ば
か
り
の
世
界
を
前
に
、

ま
た
、
災
害･

人
災
が
続
く
日
本
社
会
の
中
で
、
地
域
に
根
差
し

た
庶
民
主
役
の
開
発
・
復
興
ス
ト
ー
リ
ー
は
新
鮮
で
し
た
。」

　

「
小
学
生
は
小
学
生
な
り
に
、
中
学
生
は
中
学
生
な
り
に
、
大

人
は
大
人
な
り
に
、
安
心
し
て
、
そ
し
て
考
え
な
が
ら
見
る
こ
と

の
で
き
る
作
品
だ
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
息
長
く
武
蔵
野
の
忠
臣

蔵
に
し
て
く
だ
さ
い
。」

　

最
初
は
簡
単
な
感
想
文
を
書
く
つ
も
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

先
生
が
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
単
な
る
感
想
や
、
専
門
家
と

し
て
の
意
見
を
越
え
た
深
い
共
感
だ
と
、
こ
の
文
章
を
読
ん
で
感

動
し
、
心
が
震
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
現
代
座
レ
ポ
ー
ト

は

「
川
崎
平
右
衛
門
没
後
２
５
０
年
特
集
号
」
と
し
て
、
大
石
先

生
の
論
文
を
全
て
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
是
非

じ
っ
く
り
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

今
回
、
東
京
学
芸
大
学
の
大
石
学
先
生
が
、
合
唱
構
成
劇

『武

蔵
野
の
歌
が
聞
こ
え
る
』
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
石
先
生
は
江
戸
時
代
の
専
門
家
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
を

始
め
、
様
々
な
ド
ラ
マ
や
映
画
の
時
代
考
証
で
も
有
名
な
方
で
、

時
代
考
証
学
会
の
会
長
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
昨
年
、
『
武
蔵
野
の
歌
が
聞
こ
え
る
』
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
の
メ

ン
バ
ー
で
も
あ
る
木
谷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
研
究
所
の
木
谷
道
宣
さ
ん

が
、
「
川
崎
平
右
衛
門
を
も
っ
と
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

専
門
家
の
協
力
を
い
た
だ
か
な
く
て
は
」
と
、
大
石
先
生
を
お
訪

ね
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
木
谷
さ
ん
は
江
戸
時
代
に
日
本
地

図
を
作
成
し
た
伊
能
忠
敬
の
功
績
を
広
く
知
っ
て
貰
う
た
め
に
も

運
動
さ
れ
た
方
な
の
で
、
私
も
ご
一
緒
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
石
先
生
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
を
考
え
る
テ
レ
ビ
番
組
で
い
つ

も
お
顔
を
拝
見
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
「
そ
ん
な
偉
い
方
が
会
っ
て

く
だ
さ
る
だ
ろ
う
か
」
と
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
学
芸
大
学
の
先
生

の
お
部
屋
に
伺
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

お
会
い
し
て
み
る
と
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
気
さ
く
な
方
で
、
や
さ

し
く
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
で
も
大
岡
越
前
守
や

第
８
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
享
保
の
改
革
が
専
門
だ
と
い
う
こ
と
で
、

川
崎
平
右
衛
門
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
話
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
を

芝
居
と
し
て
創
る
こ
と
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

先
生
は
２
０
１
５
年
と
１
６
年
、
２
年
続
け
て
現
代
座
ホ
ー
ル
で

の

『
武
蔵
野
の
歌
が
聞
こ
え
る
』
公
演
を
観
に
来
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
地
元
の
地
域
の
話
を
、
市
民
と
い
っ
し
ょ
に
創
る
の
は
と
て
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は
じ
め
に

　

―

「歴
史
」
を
見
る
目
、
「地
域
」
を
見
る
目
―

　

近
年
、
「
江
戸
イ
メ
ー
ジ
」
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
か
つ
て
江
戸

時
代
は
、
「
悪
し
き
封
建
制
」
の
時
代
と
し
て
、
貧
困
、
抑
圧
、

差
別
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
語
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
近

代
と
の
断
絶
面
を
強
調
し
、
明
治
維
新
の
意
義
を
高
く
評
価
す

る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昨
今
の

「
江
戸
イ
メ
ー
ジ
」
は
、

２
５
０
年
に
及
ぶ
世
界
史
で
も
ま
れ
な

「平
和
＝

「徳
川
の
平
和
」

（
パ
ク
ス
ト
ク
ガ
ワ
ー
ナ
）
の
も
と
、
現
代
に
つ
ら
な
る
日
本
的
な

国
家
・
社
会
の
シ
ス
テ
ム
が
形
成
・
発
展
し
た

「
文
明
化
」
の
時

代
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
イ
メ
ー
ジ
は
、
「封
建
制
」
か

ら

「
初
期
近
代

（
ア
ー
リ
ー
モ
ダ
ン
）」
へ
と
変
化
し
て
い
る
の
で

あ
る

（註
１
）。
こ
れ
は
同
時
に
、江
戸
時
代
の
武
士
イ
メ
ー
ジ
を
、

戦
国
時
代
ま
で
の
自
立
性
・
自
律
性
豊
か
な
武
力
保
持
者
と
は

異
な
り
、
勝
手
な
武
力
行
使
を
禁
じ
ら
れ
た
官
僚
化
し
た
武
士
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
武
士
へ
と
変
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら

を
主
役
と
す
る

「
時
代
劇
」
も
、
勧
善
懲
悪
の
ヒ
ー
ロ
ー
や
、
英

雄
の
チ
ャ
ン
バ
ラ
時
代
劇
か
ら
、
無
名
の
武
士
や
庶
民
の
日
常
を

舞
台
と
す
る
、
個
人
と
個
人
、
家
族
、
地
域
、
社
会
、
国
家
と

の
関
係
を
描
く
新
た
な
時
代
劇
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る

（註
２
）。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
変
化
を
生
み
出
し
、
受
け
入
れ
て
来
て
い
る

現
代
社
会
も
大
き
な
曲
が
り
角
に
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
の
民

主
化
の
時
代
、
「
個
」
の
自
由
・
自
立
を
阻
害
す
る
要
因
＝

「
封

建
遺
制
」
と
し
て
批
判
さ
れ
て
き
た
江
戸
以
来
の
共
同
体

（コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
）
は
、
高
度
経
済
成
長
・
列
島
改
造
の
過
程
で
変
質
・
解

体
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
個
の
共
同
性
・
公
共

　

お
お
い
し　

ま
な
ぶ

　

１
９
５
３
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。

　

東
京
学
芸
大
学
教
授
、
同
副
学
長
。

　

主
な
編
著
書
に
、『
享
保
改
革
の
地

域
政
策
』『
近
世
日
本
の
統
治
と
改

革
』『
享
保
改
革
と
社
会
変
容
』『
大

岡
忠
相
（
人
物
叢
書
）』『
時
代
劇
の

見
方
・
楽
し
み
方
』『
新
し
い
江
戸
時

代
が
見
え
て
く
る
』（
吉
川
弘
文
館
）、

『
首
都
江
戸
の
誕
生
』『
元
禄
時
代
と

赤
穂
浪
士
』（
角
川
選
書
）、『
吉
宗
と

享
保
の
改
革
』『
江
戸
時
代
の
接
近
」

（
東
京
堂
出
版
）
ほ
か
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
、「
新
選
組
！
」

（2004

年
）、「
篤
姫
」（2008

年
）、

「
龍
馬
伝
」（2010

年
）、「
八
重
の

桜
」（2013

年
）、 「
花
燃
ゆ
」（2015

年
）。
そ
の
他
、「
る
ろ
う
に
剣
心
」「
柘

榴
坂
の
仇
討
ち
」「
沈
黙
」
な
ど
の
映

画
、
テ
レ
ビ
、
マ
ン
ガ
、
小
説
な
ど

の
時
代
考
証
を
担
当
。

性
の
回
復
・
再
建
の
道
筋
は
、
い
ま
だ
見
え
て
い
な
い
。
近
年
列

島
社
会
を
直
撃
し
た
、
東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
発
電
所
事
故

は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
近
代
化
・
文
明
化
の
方
向
・
あ
り
方
、

そ
し
て
将
来
を
根
底
か
ら
問
い
直
す
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
世
界
化

（グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
）
に
と
も
な
う
、
地
球
規
模
で
の

格
差
、
貧
困
、
病
気
、
差
別
、
テ
ロ
・
紛
争
・
戦
争
な
ど
の
諸
問

題
は
、
欧
米
モ
デ
ル
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
目
標
に
進
ん
で
き
た
日

本
や
世
界
に
深
刻
な
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
群
を
前
に
、
私
た
ち
は
、
あ
ら
た
め
て
個
人
、

地
域
、
国
家
、
世
界
の
各
レ
ベ
ル
に
お
け
る
個
性
・
特
殊
性
と
普

遍
性
・
共
通
性
の
共
存
の
方
法
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

個
を
保
護
・
育
成
す
る
共
同
・
公
共
・
普
遍
の
あ
り
方
の
構
想

と
獲
得
に
は
、
「
歴
史
」
を
見
る
目
、
「
地
域
」
を
見
る
目
が
不

可
欠
で
あ
る
。
地
球
の
一
地
域
で
起
き
る
経
済
混
乱
、
戦
争
、

病
気
、
環
境
破
壊
に
よ
っ
て
、
一
瞬
の
う
ち
に
地
球
と
人
類
が
破

滅
す
る
段
階
に
、
す
で
に
私
た
ち
は
到
達
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

で
は
、
「
歴
史
」
を
見
る
目
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
も
そ

も
史
実

（
事
件
、
出
来
事
）
は
た
だ
一
回
し
か
起
こ
ら
な
い
。
し

か
し
、
研
究
や
芸
術
は
、
こ
の
史
実
を
繰
り
返
し
、
追
究
・
分
析
・

評
価
し
、
物
語

（
ス
ト
ー
リ
ー
）
と
し
て
無
限
に
反
復
・
再
現
す

る
。
た
と
え
ば
、
元
禄
14
年

（1701

）
江
戸
城
松
の
廊
下
で
起
き

た
浅
野
内
匠
頭
長
矩
に
よ
る
吉
良
上
野
介
義
央
へ
の
刃
傷
事
件
に

始
ま
り
、
翌
15
年
の
大
石
内
蔵
助
義
雄
ら
赤
穂
浪
士
に
よ
る
吉

良
邸
討
ち
入
り
、
同
16
年
の
赤
穂
浪
士
切
腹
に
至
る
一
連
の

「元

禄
赤
穂
事
件
」
は
、
も
ち
ろ
ん
史
実
と
し
て
は
一
回
し
か
起
こ
っ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
事
件
は
、
宝
永
３
年

（1706

）
近
松
門
左

衛
門

『碁
盤
太
平
記
』
が
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
て
以
来
、
寛
延
元
年

（1748

）
竹
田
出
雲
ら
の
『仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
集
大
成
を
へて
、

大石　学
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関
係
自
治
体
史
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

私
自
身
、
享
保
改
革
に
お
け
る
勘
定
所
系
の
農
財
政
官
僚
と
、

農
民
出
身
の
川
崎
ら
特
異
な
出
自
・
経
歴
を
も
つ
大
岡
忠
相
支

配
役
人
集
団
と
の
職
務
上
の
競
合
・
対
立
関
係
に
注
目
し
、
幕

府
官
僚
機
構
の
整
備
再
編
の
過
程
に
お
い
て
大
岡
ら
の
活
動
を

位
置
づ
け
て
き
た

（註
４
）。
し
か
し
、
私
の
研
究
が
幕
府
官
僚

制
と
い
う

「
国
家
史
」
「
政
治
史
」
の
視
角
・
方
法
か
ら
で
あ

る
の
に
た
い
し
、
本
作
品
は
、
「
地
域
史
」
「
生
活
史
」
の
研
究

成
果
に
依
拠
し
た
、
地
域
社
会
形
成
の
視
角
・
方
法
か
ら
の
接

近
で
あ
る
。
私
の

「
上
か
ら
の
ベ
ク
ト
ル
」
と
は
逆
の

「
下
か
ら

の
ベ
ク
ト
ル
」
で
あ
る
。
し
か
も
、
難
解
な
史
実
、
用
語
な
ど
を
、

明
解
か
つ
易
く
親
し
み
や
す
い
説
明
で
、
何
の
準
備
が
な
い
観

客
が
観
て
も
、
十
分
に
わ
か
る
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、本
作
品
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

「協
同
」
に
つ
い
て
、『日

本
国
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
）
に
は
、
「
二
人
以
上
の
人
や
団

体
な
ど
が
一
つ
の
仕
事
の
た
め
に
心
や
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
」
と

あ
る
。
似
た
言
葉
の

「
共
同
」
は
、
「
協
同
」
と
同
じ
意
味
の

他
に
、「二
人
以
上
の
者
が
い
っ
し
ょ
に
事
を
行
な
う
こ
と
。
ま
た
、

二
人
以
上
の
者
が
、
一
つ
の
事
物
に
つ
い
て
同
等
の
資
格
で
所
有

し
た
り
、
利
用
し
た
り
、
一
緒
に
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
」
と

あ
る
。
さ
ら
に

「
協
働
」
は
、
「
同
じ
目
的
の
た
め
に
、
二
人

以
上
が
協
力
し
て
働
く
こ
と
」
と
あ
る
。
脚
本
の
木
村
快
が
「協

同
」
の
語
を
選
ん
だ
の
は
、
先
の
諸
説
明
の
う
ち
、
「心
」
を
合

わ
せ
る
と
い
う
表
現
を
重
視
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
本
作
品
の
展
開
上
の
特
長
で
あ
る
合
唱
は
、
①
富
士

が
燃
え
る
、
②
新
し
い
村
を
つ
く
れ
！
、
③
苦
し
み
の
歌
、

④
小
金
井
橋
へ
、
⑤
協
同
の
喜
び
、
⑥
さ
く
ら
咲
く
村
、
の

６
曲
か
ら
な
り
、ス
ト
ー
リ
ー
を
象
徴
す
る
。
シ
ー
ン
転
換
に
は
、

今
日
ま
で
歌
舞
伎
・
講
談
・
映
画
・
テ
レ
ビ
・
小
説
・
マ
ン
ガ

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
繰
り
返
し
ほ
ぼ
無
限
回
に
わ
た
り

再
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、そ
こ
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
、フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
、
研
究
成
果
な
ど
が
、
こ
れ
も
無
限
に
加
え
ら
れ
て
い

る
。
史
実
の
一
回
性
と
物
語
の
無
限
性
を
示
す
典
型
例
と
い
え

る

（註
３
）。

　

Ⅰ　

『武
蔵
野
の
歌
が
聞
こ
え
る
』
の
史
実
と
物
語

  

さ
て
、
東
京
都
小
金
井
市
の
現
代
座
ホ
ー
ル
で
は
、
２
０
１
４

年
以
来
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
シ
ニ
ア
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
小
金
井
＆
現
代
座
企
画
・
制

作
の
合
唱
構
成
劇

『
武
蔵
野
の
歌
が
聞
こ
え
る
』
（
木
村
快
脚

本
・
演
出
）
が
毎
年
上
演
さ
れ
、
評
判
と
な
っ
て
い
る
。
私
も
、

２
０
１
５
年
、
16
年
の
公
演
を
鑑
賞
し
た
。
こ
の
劇
は
、
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
に
「武
蔵
野
を
協
同
の
大
地
に
変
え
た
川
崎
平
右
衛
門
」

と
あ
る
よ
う
に
、
江
戸
幕
府
８
代
将
軍
徳
川
吉
宗
、
地
方
御
用

掛
（じ
か
た
ご
よ
う
が
か
り
）
大
岡
越
前
守
忠
相
（た
だ
す
け
）、

代
官
上
坂
安
左
衛
門
政
形

（う
え
さ
か
や
す
ざ
え
も
ん
ま
さ
か

た
）
の
も
と
で
、
武
蔵
野
新
田
開
発
を
成
功
さ
せ
た
川
崎
平
右

衛
門
定
孝

（
さ
だ
た
か
）
を
主
人
公
と
す
る
、
歌
と
セ
リ
フ
で

構
成
さ
れ
た
合
唱
劇
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
忠
臣
蔵
』
の
諸
作

品
が
、
物
語
の
面
白
さ
や
ド
ラ
マ
性
を
優
先
さ
せ
、
と
も
す
る

と
史
実
を
軽
視
し
て
発
展
し
て
き
た
傾
向
が
あ
る
の
と
は
異
な

り
、
非
常
に
抑
制
的
、
理
性
的
で
あ
る
。
徹
底
し
た
史
料
・
研

究
文
献
を
リ
サ
ー
チ
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
史
実
を
尊
重
し
ス
ト
ー

リ
ー
化

（
再
現
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
史
実
そ
の
も
の
の
も
つ
意

味
や
価
値
を
現
代
社
会
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
問
う
と
い
う
明
確
な

意
図
を
も
っ
て
い
る
。

　

川
崎
平
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学
研
究
、
地
域
史
研
究
、

　

脚
本
は
28
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

　
　
　

★
引
用
さ
れ
た
部
分
を
赤
い
文
字
で
示
し
ま
す
。

一
、
宝
永
地
震
と
享
保
改
革

　

18
世
紀
の
は
じ
め
、
日
本
列
島
は
元
禄
大
地
震
、
宝
永
大
地
震
、
富

士
山
噴
火
、
浅
間
山
連
続
噴
火
と
相
次
ぐ
災
害
で
農
業
は
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
す
。
幕
府
に
よ
る
復
興
は
進
ま
ず
、
９
年
後
、
徳
川
吉
宗
が

第
８
代
将
軍
に
就
任
し
た
と
き
、幕
府
は
40
万
両
に
及
ぶ
負
債
を
抱
え
、

財
政
は
崩
壊
寸
前
で
し
た
。
吉
宗
は
大
岡
越
前
守
忠
相
を
江
戸
町
奉
行

に
抜
擢
し
、
享
保
の
改
革
に
着
手
し
ま
す
。
不
毛
の
大
地
と
言
わ
れ
た

武
蔵
野
台
一
帯
に
、
食
料
増
産
の
た
め
82
ヵ
村
に
及
ぶ
大
新
田
の
開
発

を
計
画
し
ま
す
。

合
唱
①
「
富
士
が
燃
え
る
」

　
《
１
・
こ
の
世
の
末
か
》

　
《
２
・
地
方
御
用
の
場
》

　
《
５
・
大
岡
忠
相
と
い
う
人
物
》

　
《
６
・
異
色
の
地
方
組
》

　
《
７
・
新
田
開
発
の
通
達
》

二
、
困
難
な
新
田
開
発

合
唱
②
「
新
し
い
村
を
つ
く
れ
」

　

当
初
、
紀
州
藩
で
経
験
を
積
ん
だ
役
人
が
百
姓
た
ち
を
厳
し
く
指
導

し
ま
す
が
、
土
質
の
違
う
武
蔵
野
で
の
開
拓
は
困
難
を
極
め
ま
す
。

　
《
８
・
厳
し
い
取
り
立
て
》　

合
唱
③
「
苦
し
み
の
歌
」

　

百
姓
の
離
散
が
相
次
ぎ
ま
す
。

　
《
12
・
新
代
官
・
上
坂
政
形
》　

　

初
代
代
官
が
亡
く
な
り
、
代
わ
っ
て
、
大
岡
忠
相
直
属
の
部
下
上
坂

政
形
が
新
代
官
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
上
坂
は
人
望
の
あ
る
平
右
衛
門
の

意
見
に
耳
を
傾
け
ま
す
。
一
筋
の
希
望
が
見
え
て
来
た
よ
う
で
し
た
。

三
、一
難
去
っ
て
ま
た
一
難

　
《
15
・
武
蔵
野
の
凶
作
》

　

と
こ
ろ
が
気
候
寒
冷
化
の
た
め
、
享
保
の
飢
饉
、
武
蔵
野
の
凶
作
と

相
次
ぎ
、
新
田
百
姓
は
大
打
撃
を
受
け
ま
す
。

　

将
軍
の
厳
命
に
よ
っ
て
、
上
坂
代
官
は
百
姓
救
済
の
実
績
を
持
つ
川
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土
地
を
た
ず
ね
て
、
土

の
具
合
を
よ
く
調
べ
、
米

だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
よ

う
な
作
物
を
つ
く
っ
て
お

る
の
か
調
べ
な
く
て
は
な

ら
ん
」
は
、
農
財
政
官

僚
の
デ
ー
タ
主
義
、
成

果
主
義
と
は
異
な
る
経

験
主
義
・
現
場
主
義
を

訴
え
る
も
の
で
、
の
ち
将

軍
吉
宗
が
展
開
す
る
享

保
改
革
の

「
適
地
適
産
」

＝
特
産
物
奨
励
を
先
取
り
し
て
い
る
。
こ
の
現
場
主
義
は
、
《２
・

地
方
御
用
の
場
》
大
岡

「
役
人
の
目
で
は
な
く
、
百
姓
の
目
で

当
た
っ
て
み
よ
」
の
セ
リ
フ
、
《
23
・
上
坂
と
大
岡
》
上
坂

「
お

頭

（
大
岡
）
は
百
姓
の
目
で
見
よ
と
申
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
右

衛
門
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
ま
さ
に
百
姓
の
心
根

で
仕
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
」
へ
の
セ
リ
フ
へ
と
展
開
す
る
。

  

さ
て
私
は
、安
信
「お
上
に
納
め
る
年
貢
も
少
な
く
な
る
か
ら
、

世
の
中
み
ん
な
の
暮
ら
し
が
苦
し
く
な
る
。
暮
ら
し
が
苦
し
く

な
れ
ば
、
争
い
ご
と
が
増
え
、
弱
い
者
は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
る
」

の
セ
リ
フ
に
注
目
し
た
い
。
ふ
つ
う
は

「
年
貢
が
安
け
れ
ば
生
活

が
楽
に
な
る
」
と
考
え
る
所
で
あ
る
が
、
「
お
上
」
＝

「
幕
府
」

の
行
政
機
能
、
公
共
機
能
へ
の
認
識
が
見
ら
れ
、
木
村
快
の
考

え
と
思
わ
れ
る
。
と
も
す
る
と
政
治
権
力
や
国
家
権
力
の
規
制
・

抑
圧
機
能
に
注
目
し
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
認
識
は
重
要
と
考

え
る
。
自
助
、
共
助

（コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）、
公
助

（行
政
）
の
役
割
・

意
義
の
確
認
も
ま
た
、
現
代
的
課
題
で
も
あ
る
。

  

と
す
る
と
、
《８
・厳
し
い
取
り
立
て
》
「叱
咤
す
る
役
人
の
声
。

ピ
ア
ノ
に
よ
る
ブ
リ
ッ
ジ
音
楽
が
多
用
さ
れ
、
舞
台
へ
の
注
意
を

切
ら
さ
な
い
。

　

以
上
の
本
作
品
の
意
図
・
方
法
・
主
題
を
確
認
し
た
う
え
で
、

次
に
、
歴
史
研
究
の
成
果
と
の
ク
ロ
ス
を
試
み
た
い
。

   

Ⅱ　

『武
蔵
野
の
歌
が
聞
こ
え
る
』
の
内
容
分
析

 　

《１
・こ
の
世
の
末
か
》
は
、元
禄
16
年
（1703

）
の
元
禄
大
地
震
、

宝
永
４
年

（1714

）
の
宝
永
大
地
震
と
富
士
山
噴
火
、
太
平
洋

沿
岸
の
大
津
波
に
始
ま
る
。
災
害
へ
の
関
心

・
意
識
は
強
い
現

代
性
を
も
つ
。
16
年
版
の
下
座
語
り
で
は
「熊
本
地
震
」を
加
え
、

そ
の
傾
向
を
強
め
て
い
る
。
な
お
、こ
の
語
り
の
な
か
の
「多
磨
郡
」

の
「た
ま
ぐ
ん
」
の
読
み
は
明
治
以
後
で
あ
り
、江
戸
時
代
は
「た

ま
ご
お
り
」
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

《
１
・
こ
の
世
の
末
か
》
の
シ
ー
ン
１
で
宝
永
の
噴
火
の
さ
い
、

江
戸
か
ら
帰
宅
し
た
川
崎
平
右
衛
門

（
辰
之
介
）
と
、
父
安

信
と
の
会
話
で
は
、
安
信

「（江
戸
の
）
学
問
所
は
無
事
か
？
」。

辰
之
介

「
は
い
。
先
生
の
ご
家
族
も
ご
無
事
で
す
。
今
日
は
一

同
で
学
問
所
の
中
を
掃
除
し
ま
し
た
」。
安
信

「
講
義
も
さ
れ

た
の
か
」。
辰
之
介
「は
い
、今
日
は
若
先
生
が
五
常
の
『仁
・義
・

礼
・
智
・
信
』
に
つ
い
て
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
」
と
、
学
問
所
、

先
生
、
若
先
生
の
固
有
名
詞
を
避
け
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
渡

辺
紀
彦

『
代
官
川
崎
平
右
衛
門
の
事
績
』
の

「
定
孝
は
幼
い
時

か
ら
学
問
を
好
み
、
当
時
江
戸
に
於
て
有
名
な
漢
学
者
、
河

村
瑞
賢
、
伊
藤
仁
斎
等
に
師
事
し
、
勉
学
し
た
」
（
註
５
）
の

記
述
な
ど
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
史
料
的
な
確
認
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
配
慮

し
た
と
す
る
と
、
慎
重
な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

  

な
お
、
父
安
信
の

「辰
之
介
、
こ
れ
か
ら
は
な
、
い
ろ
い
ろ
な

崎
平
右
衛
門
に
新
田
百
姓
へ
の
お
救
い
米
配
り
を
依
頼
し
ま
す
。

合
唱
④
「
小
金
井
橋
へ
」

　
《
18
・
小
金
井
橋
お
救
い
米
の
場
》

四
、
新
田
回
復
は
可
能
か

　
《
19
・
悲
惨
な
現
実
》

　

大
岡
忠
相
は
平
右
衛
門
に
被
害
の
実
態
調
査
を
依
頼
し
ま
す
。
平
右

衛
門
は
名
主
役
を
弟
に
譲
り
、
自
ら
は
幕
府
の
一
使
用
人
と
し
て
、
全

村
民
の
実
態
を
調
査
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
も
は
や
尋
常
な
救
済
策
で

は
新
田
の
回
復
は
不
可
能
だ
と
判
断
し
ま
す
。

五
、
協
同
の
村

　

平
右
衛
門
は
残
っ
た
百
姓
た
ち
を
励
ま
し
、
老
人
や
赤
ん
坊
も
一
緒

に
生
き
ら
れ
る
村
づ
く
り
を
目
ざ
し
ま
す
。

　
《
20
・
お
救
い
普
請
の
場
》

合
唱
⑤
「
協
同
の
喜
び
」

　

生
活
資
金
確
保
の
た
め
幕
府
に
お
救
い
普
請
を
要
請
し
ま
す
。
寄
せ

集
め
に
過
ぎ
な
か
っ
た
百
姓
は
、
み
ん
な
で
井
戸
を
掘
る
協
同
労
働
に

よ
っ
て
助
け
合
い
精
神
を
育
て
、
新
し
い
地
域
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

　
《
21
・
よ
み
が
え
る
笑
顔
》

　
《
23
・
上
坂
と
大
岡
》

　

上
坂
代
官
は
、
異
例
の
事
な
が
ら
、
平
右
衛
門
に
独
自
の
裁
量
権
を

持
た
せ
る
よ
う
大
岡
に
進
言
し
、
将
軍
吉
宗
も
了
解
し
ま
す
。

　

平
右
衛
門
は
組
合
を
組
織
し
、
開
拓
の
あ
り
方
、
土
の
肥
沃
化
に

つ
い
て
指
導
し
、
飢
饉
に
備
え
て
村
共
有
の
穀
物
倉
を
造
ら
せ
ま
す
。

82
ヵ
村
の
新
田
は
強
い
運
命
共
同
体
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
《
24
・
自
分
た
ち
の
畑
を
増
や
せ
》

　
《
25
・
立
帰
料
の
支
給
》

　
《
26
・
協
同
の
備
蓄
を
進
め
る
》

　

そ
し
て
玉
川
土
手
に
は
桜
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

六
、
さ
く
ら
咲
く
村

　
《
28
・
別
れ
》

　

玉
川
土
手
に
桜
が
咲
き
は
じ
め
た
頃
、
平
右
衛
門
は
水
害
に
苦
し
む

美
濃
の
国
へ
と
旅
立
ち
ま
す
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
合
唱
⑥
「
さ
く
ら
咲
く
村
」
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う
お
う
か
ろ
く
）
と
し
て
書
写
、
押
立
川
崎
家
文
書

（
註
８
））

の
記
述
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
研
究
成
果
の
積
極
的
な
利
用
が

認
め
ら
れ
る
。

  

武
蔵
野
開
発
反
対
論
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
本
作
品
で
は
、

《
６
・
異
色
の
地
方
組
》
「
武
蔵
野
は
開
発
不
能
の
地
で
、
い
か

程
広
く
と
も
さ
し
て
御
用
に
立
た
ず
」
と
、
開
発
反
対
の
意
見

を
紹
介
し
て
い
る
。
大
岡
ら
は
、
こ
う
し
た
反
対
論
、
抵
抗
勢

力
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
事
に
開
発
を
成
功
さ
せ
た

と
い
う
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
に
も
つ
な
が
る
。

  

し
か
し
、
私
は
、
こ
の
反
対
論
に
も
耳
を
傾
け
た
い
。
こ
の
主

張
は
、
当
時

「地
方
の
聖

（ひ
じ
り
）」
と
い
わ
れ
、
代
官
か
ら

勘
定
吟
味
役
に
な
っ
た
農
政
官
僚
辻
六
郎
左
衛
門
守
参

（
も
り

み
つ
）
の
意
見
に
代
表
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
畑
だ
け
の
新
田

は
す
で
に
土
地
が
悪
い
所
を
開
発
す
る
も
の
で
、
強
風
も
吹
き
、

小
麦
が
出
来
ず
農
民
の
た
め
に
な
ら
な
い
。
畑
は
人
手
、
肥
料
、

人
馬
の
労
力
が
か
か
り
収
支
が
合
わ
な
い
の
で
、
結
局
無
益
で

あ
る
。
特
に
関
東
で
は
野
原
が
広
い
の
で
、
以
前
か
ら
畑
作
新

田
は
禁
止
し
て
い
た
。
近
年
は
畑
作
新
田
が
大
分
出
来
て
き
た

が
、
用
に
立
た
な
い
と
述
べ
て
い
る

（
註
６
）。
農
民
の
不
利
益

を
述
べ
た
反
対
論
で
あ
り
、
当
時
は
、
む
し
ろ
吉
宗
の
も
と
の

開
発
推
進
が
主
流
で
あ
っ
た
。
実
際
、
享
保
7
年

（1722

）
に

は
多
磨
郡
・
入
間
郡
計
28
か
村
は
秣
場

（
採
草
場
）
を
失
う

の
は

「難
儀
」
と
し
て
開
発
反
対
の
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る

（註

７
）。
開
発
・
拡
大
ば
か
り
を
成
功
と
考
え
る
現
代
社
会
に
お

い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
べ
き
主
張
で
も
あ
る
。

  

な
お
、
《
７
・
新
田
開
発
の
通
達
》
下
座
語
り

「
享
保
七
年

…
…
大
岡
様
は
新
田
開
発
を
発
令
さ
れ
」
は
、
享
保
七
年
の

日
本
橋
の
高
札
と
す
る
と
、
発
令
者
は
大
岡
で
は
な
く
勘
定
所

で
あ
る
。

う
）」
「
石
高
制
」
「
新
田

開
発
」
の
説
明
は
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど
を
使
い
、
今
後
の

ス
ト
ー
リ
ー
の
基
礎
知
識
を

共
有
す
る
楽
し
い
授
業
で
も

あ
る
。
舞
台
と
観
客
の
一

体
感
が
高
ま
る
本
作
品
の

特
徴
で
あ
り
、
特
長
と
い
え

る
。

  

た
だ
、
説
明
の
内
容
と
し

て
は
、
不
十
分
な
部
分
が

あ
っ
た
。
「
地
方
御
用
」
に
つ
い
て
、
語
り
①

「
地
方
御
用
は
緊

急
対
策
と
し
て
生
ま
れ
た
新
し
い
役
所
で
す
か
ら
」
と
説
明
す

る
が
、「地
方
御
用
」
は
大
岡
忠
相
が
町
奉
行

（の
ち
寺
社
奉
行
）

と
兼
務
し
た
一
時
的
・
臨
時
的
な
役
職
で
あ
り
役
所
で
は
な
い
。

ま
た
、
「
石
高
制
」
に
つ
い
て
、
「
お
百
姓
が
年
貢
と
し
て
供
出

す
る
お
米
や
穀
物
な
ど
を
基
本
に
し
た
経
済
シ
ス
テ
ム
」
と
す

る
が
、
一
般
的
に
は

「土
地
の
生
産
力
を
米
の
収
穫
高
で
示
す
」

（『
角
川
新
版
日
本
史
辞
典
』）
と
、
米
に
換
算
す
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
さ
ら
に

「
新
田
開
発
」
の

「
こ
の
新
田
開
発
を
担
う

お
役
所
が
地
方
御
用
で
し
た
」
と
い
う
の
も
、
先
の
ご
と
く
地

方
御
用
は
臨
時
職
で
あ
り
、
新
田
開
発
は
新
田
方
と
い
う
部
局

を
擁
す
る
勘
定
所
の
任
務
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
《６
・
異
色
の
地
方
組
》
大
岡
支
配
代
官
の
上
坂
政
形

の
セ
リ
フ

「
大
岡
様
の
こ
と
は
お
頭

（
か
し
ら
）
と
呼
ぶ
よ
う

に
と
の
こ
と
で
す
」
は
、
の
ち
に
川
崎
平
右
衛
門
の
下
役
と
し
て

活
躍
し
た
高
木
三
郎
兵
衛
が
天
明
８
年

（1788

）
に
著
し
た
川

崎
顕
彰
の
事
蹟
録

「
御
代
官
川
崎
平
右
衛
門
発
起
書
」
（
府
中

新
宿
比
留
間
家
文
書
、
の
ち
明
治
期
以
降

『
高
翁
家
録
』
（
こ

役
人
に
向
か
っ
て
土
下
座
す
る
村
人
た
ち
」、役
人

「年
貢
は
た
っ

た
こ
れ
だ
け
か
。
こ
れ
で
は
足
ら
ぬ
ぞ
」、
役
人

「
だ
め
だ
、
だ

め
だ
！
お
上
に
御
慈
悲
な
ど
な
い
の
だ
！
」
な
ど
の
セ
リ
フ
と
の

整
合
性
が
問
わ
れ
る
。
政
治
、
権
力
へ
の
厳
し
い
ま
な
ざ
し
は
、

そ
れ
に
先
立
つ
語
り
①

「
新
田
開
発
の
役
人
は
年
貢
を
徴
収
す

る
た
め
の
役
人
で
す
か
ら
、
早
く
年
貢
を
取
り
た
て
て
成
績
を

上
げ
た
い
た
め
、
ま
だ
百
姓
自
身
が
食
べ
る
も
の
も
十
分
に
で
き

な
い
の
に
、
き
び
し
い
取
り
立
て
を
は
じ
め
ま
す
」、 

《
26
・
「
協

同
備
蓄
を
進
め
る
」
の
語
り
》
「
あ
の
、
上
か
ら
力
づ
く
で
脅
し

つ
け
る
こ
と
が
普
通
だ
っ
た
江
戸
時
代
」
な
ど
の
説
明
で
も
み
ら

れ
る
。
冒
頭
で
示
し
た
古
い
江
戸
イ
メ
ー
ジ
、「悪
代
官
」
イ
メ
ー

ジ
と
重
な
る
も
の
で
、
残
念
な
気
が
す
る
。

  

ま
た
、 

《
５
・
大
岡
忠
相
と
い
う
人
物
》
下
座

「
大
岡
様
は

本
来
な
ら
ば
お
奉
行
に
な
れ
る
家
柄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
将
軍
吉
宗
様
は
、
た
と
え
地
位
は
低
く
も
実
力
が

あ
り
、
人
柄
の
優
れ
た
大
岡
様
を
江
戸
町
奉
行
に
取
り
立
て
ら

れ
た
の
で
す
」
と
の
語
り
は
正
確
で
は
な
い
。
旗
本
大
岡
家
は

譜
代
名
門
で
、
歴
代
の
名
前
で
用
い
る

「
忠
」
の
文
字
は
、
家

康
の
父
松
平
広
忠
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
忠
相
の
生
家
大
岡
家

は
２
７
０
０
石
で
目
付
、
奈
良
奉
行
を
つ
と
め
、
忠
相
の
養
家
は

１
９
２
０
石
で
大
番
、
書
院
番
を
つ
と
め
た
。
忠
相
自
身
、
６
代

将
軍
家
宣
時
代
に
山
田
奉
行
、
７
代
家
継
時
代
に
普
請
奉
行

を
つ
と
め
て
い
る
。
忠
相
は
、
親
族
の
不
始
末
や
処
罰
の
た
め
に

若
干
出
世
が
遅
れ
た
も
の
の
、
家
柄
は
中
堅
官
僚
で
あ
り
、
け
っ

し
て

「地
位
は
低
く
て
も
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

  

さ
て
、
お
り
お
り
に
登
場
す
る
三
人
の
語
り
は
、
ユ
ニ
ー
ク
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、 

《
５
・
大
岡
忠
相
と
い
う
人
物
》
の
語
り
①

～
③
に
よ
る

「
江
戸
町
奉
行
所
」
「
地
方
御
用

（
じ
か
た
ご
よ
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名
主
の
鈴
木
利
左
衛
門
、
三
郎
兵
衛
と
と
も
に
廻
村
す
る
。
こ

の
三
郎
兵
衛
は
、
川
崎
の
下
役
で
南
武
蔵
野
新
田
の
関
野
陣
屋

（
小
金
井
市
）
を
拠
点
と
す
る
高
木
三
郎
兵
衛
で
あ
る
。
下
役

は
も
う
一
人
、
北
武
蔵
野
新
田
三
角
原

（さ
ん
か
く
ば
ら
）
陣

屋

（
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
）
を
拠
点
と
す
る
矢
島
藤
助

（
の
ち
惣

助
と
改
名
）
が
い
た
（註
11
）。
た
だ
、「高
翁
家
録
」
に
よ
れ
ば
、

こ
の
廻
村
の
供
は
高
木
で
は
な
く
矢
島
で
あ
る
。

  

こ
の
廻
村
の
結
果
、
「出
百
姓
壱
軒
毎
入
念
暮
方
・
持
反
別
・

開
畑
・林
植
付
相
改
、
百
姓
暮
方
仁
義
礼
智
信
五
段
ニ
見
積
り
、

印
を
付
、
委
細
帳
面
相
仕
立
、
見
分
之
趣
御
伺
被
成
候
」
（註

12
）
と
、
一
軒
ず
つ
の
暮
ら
し
方
、
土
地
面
積
、
新
畑
、
植
林

な
ど
を
調
査
し
、
農
民
の
生
活
レ
ベ
ル
を
、
儒
学
の
概
念
で
あ
る

仁
義
礼
智
信
の
五
ラ
ン
ク
に
分
け
、
帳
面
に
記
し
た
。

  

《
20
・
お
救
い
普
請
の
場
》
村
々
の
井
戸
を
掘
る
お
救
い
普
請

は
、
川
崎
政
登
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
元
文
五
年
二
月
に
梶
野
新

田
で
三
か
所
、
関
前
新
田
で
三
か
所

「水
不
足
」
を
理
由
に
井

戸
堀
を
川
崎
に
出
願
し
許
可
さ
れ
て
い
る

（註
13
）。

   　

Ⅲ　

「協
同
」
の
主
張

  

本
作
品
は
、
前
半
の
新
田
開
発
の
苦
難
の
物
語
を
へて
、
後
半
、

経
営
の
持
続
化
・
安
定
化
へ
と
課
題
を
移
し
、
「
協
同
」
の
主
張

を
前
面
に
押
し
出
す
。
《21
・
よ
み
が
え
る
笑
顔
》
語
り
③

「新

田
村
は
見
ず
知
ら
ず
の
人
々
が
集
ま
っ
て
で
き
た
村
な
の
で
、
お

互
い
を
助
け
あ
う
と
言
う
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
村
人
が
一
緒
に
働
く
こ
と
で
お
互
い
の
心
が
結
ば
れ
、
助

け
合
う
心
が
育
ち
始
め
ま
す
」
と
、
現
代
社
会
と
通
ず
る

「協

同
」
の
重
要
性
を
述
べ
る
。
川
崎
は

「
新
田
村
は
見
ず
知
ら
ず

の
人
間
が
集
ま
っ
て
で
き
た
村
だ
か
ら
な
、
こ
の
ま
ま
で
は
強
い

　

手
前
の
将
軍
エ
リ
ア
の

「
奥
」
の
部
屋
の
意
で

「
奥
部
屋
」
で
よ

い
と
思
う
）
に
呼
び
出
し
直
接
質
問
し
た
。
将
軍
が
代
官
に
直

接
質
問
す
る
な
ど
、
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。
上
坂
は
大
い
に
当

惑
し
、
退
出
後
す
ぐ
に

「
御
頭
」
大
岡
と
相
談
し
た
。
大
岡
は

上
坂
に
た
だ
ち
に
武
蔵
野
新
田
に
赴
き
、
残
っ
た
農
民
の
救
助

を
指
示
し
、
上
坂
は
そ
の
夜
の
う
ち
に
自
ら
名
主
を
務
め
る
押

立
村
に
向
か
っ
た
。
こ
の
間
の
大
岡
と
上
坂
の
セ
リ
フ
は
、
経
緯

を
手
際
よ
く
ま
と
め
て
お
り
、
わ
か
り
や
す
い
。
両
者
に
は
小

刀
を
帯
び
さ
せ
た
い
気
が
し
た
。

  

《18
・
小
金
井
橋
お
救
い
米
の
場
》
は
上
坂
の
指
示
を
受
け
た

川
崎
の
小
金
井
橋
で
の
お
救
い
米
の
配
給
で
あ
る
。
幕
府
編
纂

の

『
寛
政
重
修
諸
家
譜

（
か
ん
せ
い
ち
ょ
う
し
ゅ
う
し
ょ
か
ふ
）』

で
は
、
「
享
保
年
中
竹
木
樹
芸
の
こ
と
を
う
け
た
ま
は
り
、
し
ば

し
ば
私
財
を
も
っ
て
近
郷
の
救
民
を
賑
せ
し
か
ば
」
（註
10
）
と
、

川
崎
は
こ
の
以
前
か
ら
殖
産
に
か
か
わ
り
、
た
び
た
び
私
財
を

投
じ
て
救
恤
を
し
て
お
り
、
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
ど

こ
か
の
セ
リ
フ
で
フ
ォ
ロ
ー
し
た
い
。
こ
の
小
金
井
橋
一
件
の
の
ち
、

川
崎
は
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
川
崎
平
右
衛
門
定
孝
を
名
乗

る
。
さ
ら
に

「
新
田
世
話
役
」
に
任
命
さ
れ
、
幕
府
役
人
と
し

て
正
式
に
武
蔵
野
新
田
経
営

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

押
立
村
の
名
主
職
を
弟
平
蔵

に
譲
っ
た
の
は
、
台
本
通
り
で

あ
る
。

  

《
19
・
悲
惨
な
現
状
》
は
、

元
文
３
年
大
飢
饉
の
被
災
状

況
の
見
分
シ
ー
ン
で
あ
る
。
翌

４
年
川
崎
は
、
小
金
井
村
名

主
の
関
勘
左
衛
門
、
貫
井
村

　

《
12
・
新
代
官
上
坂
政
形
》
で
は
、
代
官
上
坂
と
川
崎
の
間

で
、
小
金
井
村
の
栗
栽
培
と
将
軍
吉
宗
へ
の
献
上
が
語
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
大
正
８
年

（1919

）
「
祖
先
川
崎

定
孝
翁
略
歴
」
に
、
「
玉
川

（
上
水
）
付
近
ノ
地
数
万
坪
ヲ
竹

林
ヲ
設
定
シ
、
以
テ
同
川
ニ
於
ケ
ル
洪
水
防
禦
ノ
材
料
ニ
供
シ
、

又
小
金
井
ノ
地
積
一
部
ヲ
画
シ
周
囲
ニ
堤
塘
及
暴
風
林
等
ヲ
設

ケ
、
中
央
三
万
余
坪
ニ
栗
樹
数
千
本
ヲ
栽
植
シ
、
栗
果
ヲ
八
代

将
軍
ニ
献
納
シ
、
残
果
ハ
附
近
住
民
ニ
施
与
シ
江
戸
市
中
ニ
販
売

セ
シ
メ
、
以
テ
武
蔵
野
名
産
ノ
称
声
ヲ
博
セ
リ
」
（
註
８
）
と
、

ま
ず
竹
林
を
作
っ
て
玉
川
上
水
の
水
防
に
使
用
し
、
続
い
て
小

金
井
村
に
数
千
本
の
栗
林
を
作
り
、
実
を
将
軍
吉
宗
に
上
納
し
、

残
り
を
周
辺
農
民
に
分
与
し
て
江
戸
市
中
で
販
売
し
、
武
蔵
野

名
産
の
称
号
を
得
た
と
い
う
。
川
崎
の
功
績
を
栗
林
に
限
定
せ

ず
、
竹
林
と
と
も
に
評
価
し
た
い
。

　

 

《
15
・
武
蔵
野
の
凶
作
》
元
文
３
年

（1738

）
武
蔵
野
新
田

の
大
飢
饉
は
、
地
域
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
。
惨
状
は
将
軍

吉
宗
に
も
聞
こ
え
、
「
御
代
官

（
上
坂
政
形
）
奥
新
部
屋
え
被

為
召
、
御
直
々
御
尋
有
之
、
安
左
衛
門
殿
甚
御
当
惑
被
成
、

退
出
之
節
直
ニ
御
頭
大
岡
越

前
守
様
え
右
御
尋
之
趣
被
仰

上
候
処
、
只
今
よ
り
新
田
え

罷
越
、
残
居
候
百
姓
共
可
被

扶
助
旨
被
仰
渡
候
由
ニ
而
、

其
夜
安
左
衛
門
殿
押
立
え
御

出
」
（註
９
）
と
、
状
況
を
知
っ

た
将
軍
吉
宗
は
、
上
坂
を
江

戸
城
奥
部
屋

（台
本
で
は
「奥

の
院
」
と
あ
る
が
、
「
大
奥
」

新
田
の
衆
へ
お
救
い
間
を
配
る
ぞ
！
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作
り
、
そ
こ
へ
豊
か
な
者
も
貧
し
い
者
も
、
毎
年
収
穫
の
十
分
の

一
を
供
出
し
て
貯
め
て
お
く
の
で
す
。
蔵
に
入
れ
た
ヒ
エ
は
も
う

村
全
体
の
も
の
で
す
」、
語
り
②

「売
れ
た
お
金
は
村
の
共
有
賃

金
で
す
か
ら
、
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
や
、
病
人
の
手
当
て
な

ど
に
自
由
に
使
え
る
の
で
す
」、
語
り
③

「
村
全
体
が
助
け
合
っ

て
責
任
を
持
ち
、
余
裕
の
で
き
た
資
金
は
村
の
共
有
に
す
る
と

い
う
自
治
の
仕
組
み
が
根
づ
き
ま
す
」、
語
り
①

「こ
の
武
蔵
野

台
で
は

『
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め

に
』
と
い
う
現
代
の
共
同
組
合
の
先
駆
け
と
な
る
よ
う
な
仕
組

み
が
根
づ
き
ま
す
」
な
ど
と
、「共
同
」
を
基
礎
づ
け
る

「共
有
」

を
説
明
し
、
「
武
蔵
野
は
日
本
最
初
の
協
同
の
村
」
と
意
義
づ

け
る
。
一
般
に

「
空
想
的
科
学
主
義
」
と
よ
ば
れ
る
、
イ
ギ
リ

ス
と
ア
メ
リ
カ
で
社
会
的
実
験
を
お
こ
な
っ
た
実
業
家
ロ
バ
ー
ト

オ
ー
エ
ン
の
協
同
運
動
よ
り
も
60
年
早
い
と
、
そ
の
世
界
史
的
意

義
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

  

《27
・
桜
を
植
え
る
》
と

《28
・
さ
く
ら
の
村
》
は
、
川
崎
の

事
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
玉
川
上
水
の
桜
植
樹
に
つ
い
て
説
明
す

る
。
今
日
の

「小
金
井
桜
」
の
濫
觴

（ら
ん
し
ょ
う
）
で
あ
る
。

こ
の
植
樹
の
目
的
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
私
は
幕
府
に
よ
る
地

域
振
興
、都
市
政
策
と
考
え
て
い
る
（註
16
）
が
、本
作
品
は
、「農

村
の
暮
ら
し
を
自
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
村
人
が
安
心
し
て
集

ま
り
、
一
緒
に
楽
し
む
場
が
必
要
で
す
。
玉
川
上
水
の
両
岸
の

松
並
木
が
老
朽
化
し
て
植
え
替
え
る
時
期
に
な
っ
た
と
き
、
平

右
衛
門
は
こ
れ
を
桜
並
木
に
す
る
計
画
を
た
て
ま
す
」
と
、
地

域
主
体
の
視
点
か
ら
村
人
の
連
帯
を
第
一
義
と
す
る
。

 　

 

《28
・さ
く
ら
の
村
》
は
、
川
崎
の

「そ
の
後
」
を
紹
介
す
る
。

下
座
語
り

「新
田
開
発
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
23
年
目
の
延
享
二

年

（1745

）、
大
岡
越
前
守
忠
相
様
は
自
分
の
役
割
は
終
わ
っ
た

と
、
地
方
御
用
の
役
を
離
れ
ま
す
」
と
、
大
岡
の
武
蔵
野
経
営

ハ
取
次
斗
ニ
而
越
前
方
江

差
出
」
と
、
吉
宗
は
上

坂
の
提
案
を
認
め
、
上

坂
を
た
ん
な
る
取
次
役

と
し
た
の
で
あ
る
。
大
岡

は
、
す
ぐ
に
若
年
寄
本

多
伊
予
守
忠
統
と
老
中

松
平
左
近
将
監
乗
邑
に

知
ら
せ
、
「
平
右
衛
門
存

分
に
新
田
場
之
義
一
盃
ニ

可
為
致
候
」
と
、
川
崎

が
新
田
経
営
を

「
存
分

に
」
「
一
盃
に
」
お
こ
な

う
こ
と
が
了
承
さ
れ
た

（註
15
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
高
翁
家

録
」
に
は

「
平
右
衛
門
存
寄
一
は
い
ニ
可
取
斗
旨
大
岡
越
前
守

於
御
宅
被
仰
渡
候
」
と
あ
る
。

　

 
す
な
わ
ち
、
武
蔵
野
新
田
の

「
養
料
金
」
シ
ス
テ
ム
は
川
崎

の

「心
一
盃
」
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

 

こ
の
あ
と
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
《24
・自
分
た
ち
の
畑
を
増
や
せ
》

で
芝
地
開
発
料
の
支
給
、
肥
料
の
支
給
に
よ
る
二
毛
作
、
ム
ラ

サ
キ
草

（薬
用
、染
色
用
）
の
育
成
、《25
・立
帰
料
の
支
給
》
で
、

耕
作
放
棄
農
民
へ
の
立
ち
返
り
料
支
給
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
殖

産
政
策
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
地
域
史
料
で
確
認
さ
れ

る
史
実
で
あ
る
。

 　

そ
し
て
、
テ
ー
マ
は

「協
同
」
へ
と
展
開
す
る
。

　

《
26
・
協
同
の
備
蓄
を
進
め
る
》
語
り
①

「
平
右
衛
門
最
後

の
仕
事
は
、
百
姓
助
け
合
い
の
シ
ン
ボ
ル
、
村
協
同
の
ヒ
エ
蔵
づ

く
り
で
し
た
。
凶
作
に
備
え
て
、
各
村
々
に
村
共
有
の
ヒ
エ
蔵
を

者
は
生
き
残
れ
て
も
弱
い
者
は
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
格

差
拡
大
を
心
配
し
、
「
い
ま
、
江
戸
の
商
人
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
組

合
を
つ
く
っ
て
お
る
。
百
姓
こ
そ
組
合
を
作
っ
て
、
み
ん
な
で
畑

を
開
く
の
じ
ゃ
」、
「
組
合
が
出
来
れ
ば
役
人
の
手
を
わ
ず
ら
わ

せ
ず
と
も
、
百
姓
た
ち
が
責
任
を
持
つ
だ
ろ
う
」
と
、
こ
れ
よ

り
早
く
享
保
年
間
に
、
幕
府
が
江
戸
の
防
火
体
制
強
化
の
た
め

に
町
火
消
組
合
、
物
価
統
制
の
た
め
に
商
人
の
同
業
者
組
合
な

ど
を
結
成
さ
せ
た
状
況
を
紹
介
す
る

（
註
14
）。
そ
し
て
、
こ

れ
を
ふ
ま
え
、
新
田
村
で
の

「
組
合
」
の
結
成
を
提
案
し
、　

《
23
・
上
坂
と
大
岡
》
の

「
養
料
金
」
シ
ス
テ
ム
へ
と
自
説
を
展

開
す
る
。

  

こ
の

「
養
料
金
」
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
れ
ま
で
の
公
金
を
農
民

に
渡
し
切
る

「
開
発
料
」
と
は
異
な
り
、
持
続
性
、
融
通
性

を
も
つ
新
政
策
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
幕
府
か
ら
元
金
５
、

３
６
０
両
を
借
り
、
こ
れ
を
有
力
農
民
ら
に
利
息
１
割
で
貸
し

付
け
、
そ
の
利
益
を
新
田
経
営
に
当
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

新
田
経
営
へ
の
金
融
政
策
の
導
入
で
あ
る
。

  

同
時
に
、
武
蔵
野
新
田
の
支
配
体
制
を
変
更
す
る
。
『
大
岡

越
前
守
忠
相
日
記
』
に
よ
れ
ば
、元
文
５
年
（1740

）
３
月
10
日
、

大
岡
は
将
軍
吉
宗
の
側
近
加
納
久
通

（
ひ
さ
み
ち
）
に
た
い
し

て
、
「
押
立
村
平
右
衛
門
義
、
安
左
衛
門
手
を
は
な
れ
了
簡
一

は
い
ニ
仕
ら
せ
度
旨
安
左
衛
門
御
願
候
旨
御
物
語
申
候
処
、
是

ハ
御
内
意
伺
候
て
追
而
御
申
聞
可
有
由
御
申
候
」
と
、
代
官
上

坂
の
意
見
と
し
て
、
新
田
世
話
役
の
川
崎
を
上
坂
の
支
配
か
ら

切
り
離
し
、
川
崎
の
才
覚
で

「了
簡
一
は
い
ニ
」
（思
う
ま
ま
に
）

新
田
経
営
に
当
た
ら
せ
る
案
を
上
申
し
た
。
加
納
は
直
接
吉
宗

の
内
意
を
聞
い
て
回
答
す
る
と
述
べ
た
。
内
意
は
８
日
後
に
示
さ

れ
た
が
、
そ
れ
は
、
「
安
左
衛
門
了
簡
通
安
左
衛
門
手
を
は
な

れ
、
新
田
向
之
儀
ハ
平
右
衛
門
心
一
は
い
為
致
…
…
安
左
衛
門

組
合
を
つ
く
り
、み
ん
な
で
話
し
合
い
、

土
を
豊
か
に
し
、二
毛
作
を
進
め
ま
す
。
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う
や
ま
）
平
左
衛
門
が
ま
と
め
た
体
験
記

「
む
さ
し
野
の
涙
」

に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る

（
註
21
）
が
、
「
力
合
わ
せ
る
里
と

な
る
、
さ
く
ら
花
咲
く
里
と
な
る
」
と
、
本
作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
復
唱
し
成
果
を
謳
っ
て
い
る
。

  　
　

お
わ
り
に

　

―
物
語

（ス
ト
ー
リ
ー
）
の
成
長
、
無
限
性
に
向
け
て
―

　

以
上
、
『武
蔵
野
の
歌
が
聞
こ
え
る
』
は
、
武
蔵
野
新
田
開
発

と
い
う
一
回
だ
け
の
史
実
を
、
現
代
社
会
の
目
か
ら
再
構
成
す

る
と
い
う
作
品
で
あ
っ
た
。
劇
団

「
現
代
座
」
ら
し
く

「
協
同
」

を
基
礎
と
す
る
理
想
郷

（
ユ
ー
ト
ピ
ア
）
実
現
の
努
力
を
、
骨

太
に
、
し
っ
か
り
と
描
い
た
大
作
で
、
木
村
快
は
じ
め
劇
団
の
方
々

の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
舞
台
で
あ
る
。
地
域
の
市
民
が
、
ス
タ
ッ

フ
、
役
者
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
パ
ー
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る

こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
市
民
と
と
も
に
作
り
上
げ
る
本

作
品
の
試
み
に
拍
手
を
送
り

た
い
。
歴
史
上
の
人
物
を
地

域
の
視
点
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
化

し
、
地
域
の
市
民
と
と
も
に
、

地
域
に
発
信
す
る
、
新
た
な

「
地
域
文
化
運
動
」
「
地
域
創

造
運
動
」
で
あ
り
、
ま
さ
に

川
崎
の
ま
な
ざ
し
、
姿
勢
、

活
動
を
現
代
に
受
け
継
い
だ

も
の
と
い
え
る
。

　

本
作
品
の
上
演
は
、
す
で
に

３
年
に
及
ぶ
。
こ
の
間
、
作
品

の
成
長
・
発
展
も
見
ら
れ
る
。

　

本
作
品
の
ラ
ス
ト
は
、
川
崎
の
農
民
た
ち
と
の
別
れ
の
シ
ー
ン

で
あ
る
。
「
皆
の
衆
、
わ
し
は
こ
れ
か
ら
美
濃
国
に
参
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
美
濃
国
は
毎
年
洪
水
に
苦
し
ん
で
お
っ
て
な
あ
。
こ
の

武
蔵
野
同
様
、
み
な
が
力
を
合
わ
せ
て
水
害
の
な
い
村
を
つ
く

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
、
美
濃
の
災
害
復
興
と
協
同
の
重
要
性
を

述
べ
、
下
座
語
り

「
美
濃
国
に
派
遣
さ
れ
た
川
崎
平
右
衛
門

は
、
木
曽
川
、
長
良
川
水
域
の
洪
水
対
策
を
完
成
さ
せ
、
そ

の
あ
と
、
さ
ら
に
遠
く
、
石
見
国
の
銀
山
の
奉
行
と
な
り
ま
す

…
…
こ
こ
で
も
平
右
衛
門
は
安
心
し
て
働
け
る
仕
組
み
を
つ
く

り
、
銀
山
を
見
事
復
興
さ
せ
ま
す
。
現
在
こ
の
石
見
銀
山
は
世

界
遺
産
と
な
っ
て
お
り
ま
す
」
（
註
19
）
と
、
川
崎
の

「
協
同
」

が
地
域
を
超
え
て
展
開
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
。
事
実
、
川
崎

は
寛
延
２
年

（1749

）
美
濃
本
巣
郡

（
岐
阜
県
）
の
代
官
と
な

り
、
水
難
で
知
ら
れ
る
輪
中
地
域
の
治
水
を
担
当
し
、
宝
暦
11

年

（1762

）
に
は
石
見
国

（
島
根
県
）
の
大
森
代
官
と
な
り
、

銀
山
開
発
、湖
干
拓
を
す
す
め
る
。
そ
の
後
、明
和
４
年
（1767

）

に
勘
定
吟
味
役
と
な
り
諸
国
銀
山
奉
行
も
兼
ね
る
が
、
同
年

6
月
に
没
す
る

（
註
20
）。
下
座
語
り
は
続
け
、
「
平
右
衛
門

殿
は
幕
府
の
役
人
に
な
り
ま
し
て
か
ら
も
、
い
つ
も
百
姓
や
働

く
者
の
側
に
立
ち
、
力
を
合
せ
る
喜
び
を
伝
え
て
い
き
ま
し
た
。

平
右
衛
門
殿
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
武
蔵
野
新
田
、
美
濃
国
、

石
見
銀
山
の
人
々
は
、
平
右
衛
門
殿
の
徳
を
偲
ん
で
語
り
継
ぎ
、

多
く
の
慰
霊
塔
や
感
謝
の
記
念
碑
を
建
て
て
お
り
ま
す
」
と
、

締
め
く
く
る
。

  

最
後
の
合
唱
⑥

「さ
く
ら
咲
く
村
」
の

「む
か
し
涙
の
武
蔵
野
」

の
語
は
、
明
治
２
年

（1869

）
大
飢
饉
の
な
か
品
川
県
知
事
古

賀
一
平
が
武
蔵
野
地
域
の
社
倉
制
度
を
や
め
新
た
な
負
担
を

命
じ
た
こ
と
に
反
対
す
る
、
新
田
12
か
村
に
よ
る

「
御
門
訴
事

件
」
を
、
明
治
18
年
に
内
藤
新
田
・戸
倉
新
田
の
戸
長
神
山

（こ

か
ら
の
リ
タ
イ
ア
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
、
『大
岡
越
前
守
忠

相
日
記
』
に
、そ
の
前
年
に
大
岡
自
身
が
将
軍
吉
宗
に
た
い
し
て
、

「御
勘
定
所
当
時
殊
之
外
よ
ろ
し
く
罷
成
候
得
者
、
最
早
私
方

之
地
方
之
元
江
御
返
し
被
下
可
然
哉
」
（註
17
）
と
、
本
来
農

財
政
を
担
当
す
る
勘
定
所
が
、
と
て
も
よ
く
な
っ
て
き
た
の
で
、

自
分
の
地
方
御
用
の
職
務
は
返
上
し
た
い
と
伺
い
出
て
い
る
こ
と

か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
大
岡
は
勘
定
所
体
制
強
化
の
カ
ン
フ
ル

剤
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
大
岡
辞
任
に
と
も

な
い
、
川
崎
は
勘
定
所
支
配
下
に
異
動
し
、
正
式
な
農
財
政
官

僚
の
地
位
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

  

「高
翁
家
録
」
に
よ
れ
ば
、
川
崎
の
さ
ま
ざ
ま
な
新
田
政
策
に

よ
り
、
「永
々
百
姓
御
救
、
弱
百
姓
共
力
附
、
持
反
別
茂
相
増
、

居
附
可
申
候
」
と
、
貧
し
い
農
民
た
ち
が
力
を
つ
け
、
土
地
を

増
や
し
、
新
田
に
居
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「格
別
御

救
ニ
相
成
、
又
病
気
不
幸
災
難
等
不
慮
ニ
致
難
儀
候
得
者
、
拝

借
被
仰
付
候
故
、
一
統
出
精
仕
」
と
、
川
崎
の
特
別
な
御
救
い

政
策
に
よ
り
、
ま
た
病
気
や
不
幸
や
災
難
に
遭
っ
た
場
合
も
拝

借
を
命
じ
た
た
め
、
皆
一
生
懸
命
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

た
め
、
「前
々
者
悪
者
共
新
田
場
江
入
込
候
由
ニ
候
得
共
、
此

方
様
掛
り
ニ
相
成
、
足
ヲ
留
兼
、
不
残
立
去
リ
、
農
業
出
精
之

も
の
斗
ニ
相
成
申
候
」
と
、
以
前
は
と
か
く
悪
者
ど
も
が
新
田

に
入
り
込
ん
で
い
た
が
、
川
崎
の
活
動
と
と
も
に
、
み
な
新
田

場
を
去
り
、
ま
じ
め
な
者
ば
か
り
が
残
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

川
崎
に
よ
っ
て
、
武
蔵
野
新
田
に
は
、
貧
し
い
者
が
い
な
く
な
り
、

働
き
者
ば
か
り
が
安
心
し
て
働
け
る
理
想
郷
が
成
立
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
誇
張
し
た
部
分
も
あ
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
時
期
、
川
崎
支
配
の
も
と
で
、
武
蔵
野
新
田
経
営
は
、
間

違
い
な
く
安
定
を
見
た
の
で
あ
る

（註
18
）。

10
年
か
け
て
新
田
開
発
を
成
功
さ
せ
、

平
右
衛
門
は
美
濃
国
に
旅
立
ち
ま
す
。



2017 年 2 月 1 日発行                          　(10)

（1962

年
）。
小
金
井
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

『
小
金
井
市
誌

Ⅲ
・資
料
編
』
（小
金
井
市
役
所
発
行
、1967

年
）83

～89

頁
。

渡
辺
紀
彦

『代
官
川
崎
平
右
衛
門
の
事
績
』187

～203

頁
。

（
９
）
武
相
史
料
刊
行
会
校
注

『
武
相
史
料
叢
書
３
・
高
翁
家

録
―
川
崎
平
右
衛
門
定
孝
事
蹟
録
―
』
（1962

年
）1

頁
。

（
10
）
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

1966

年
）
第22

―217

頁
。

（
11
）
『
武
相
史
料
叢
書
３
・
高
翁
家
録
－
川
崎
平
右
衛
門
定

孝
事
蹟
録
―
』1

頁
。

（
12
）
『
武
相
史
料
叢
書
３
・
高
翁
家
録
―
川
崎
平
右
衛
門
定

孝
事
蹟
録
―
』1

頁
。

（13
）
『国
分
寺
市
史
料
集
Ⅱ
』232

～233

頁
。

（14
）
大
石
学
『吉
宗
と
享
保
の
改
革
』
（東
京
堂
出
版
、2001

年
）

86

頁
、99

頁
。

（
15
）
大
岡
家
文
書
刊
行
会
編
纂

『
大
岡
越
前
守
忠
相
日
記
』

上
巻

（三
一
書
房
、1972

年
）391

～409

頁
。

（
16
）
大
石
学

『
首
都
江
戸
の
誕
生
―
大
江
戸
は
い
か
に
し
て

造
ら
れ
た
の
か
―
』
（
角
川
選
書
、2002

年
）200

～203

頁
、

大
石
学

「
川
崎
定
孝
の
桜
植
樹
」
（『
小
平
市
史
・
近
世
編
』）

99

～113

頁
。
な
お
、
桜
植
樹
と
川
崎
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

小
金
井
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

『
小
金
井
市
史
・
資
料
編
・

小
金
井
桜
』
（小
金
井
市
発
行
、2009

年
）
参
照
。

（
17
）
大
岡
家
文
書
刊
行
会
編
纂

『
大
岡
越
前
守
忠
相
日
記
』

中
巻
（三
一
書
房
、1972

年
）延
享
元
年
６
月20

日
条
、279

頁
。

（
18
）
渡
辺
紀
彦

『
代
官
川
崎
平
右
衛
門
の
事
績
』190

～

192

頁
。

（
19
）
川
崎
の
石
見
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
野
田
政
和

「
代
官

川
崎
平
右
衛
門
・
市
ノ
進
父
子
の
幕
領
鉱
山
支
配
―
主
と
し
て

明
和
・
安
永
期
の
新
貨
幣
鋳
造
政
策
と
の
関
連
か
ら
―
」
（
府

機
、人
類
の
危
機
を
回
避
す
る
の
は
、決
し
て
排
他
的
な

「正
義
」

で
は
な
く
、
個
別
・
特
殊
を
た
い
せ
つ
に
す
る
普
遍
・
共
通
の

実
現
で
あ
る
。
「
協
同
」
は
、
そ
の
重
要
な
視
点
・
方
法
と
な

ろ
う
。
今
回
の
こ
の
拙
文
が
、
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

   　

【註
】

（
１
）
大
石
学

『
新
し
い
江
戸
時
代
が
見
え
て
く
る
―

『
平
和
』

と

『文
明
化
』
の265

年
―
』
（吉
川
弘
文
館
、2014

年
）

（
２
）
大
石
学

『
時
代
劇
の
見
方
・
楽
し
み
方
―
時
代
考
証
と

リ
ア
リ
ズ
ム
―
』
（吉
川
弘
文
館
、2013

年
）

（
３
）
大
石
学

「
元
禄
赤
穂
事
件
－
歴
史

（
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
か

ら
物
語

（
ス
ト
ー
リ
ー
）
へ　

１
～
３
」
（
国
立
劇
場
営
業
部
営

業
課
編
集
企
画
室

『
国
立
劇
場
』10

～12

月
、
立
行
政
法

人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、2016

年
）

（
４
）
大
石
学

『
享
保
改
革
の
地
域
政
策
』
（
吉
川
弘
文
館
、

1996
年
）、大
石
学

『大
岡
忠
相
』
（人
物
叢
書
、吉
川
弘
文
館
、

2006

年
）

（５
）
渡
辺
紀
彦
『代
官
川
崎
平
右
衛
門
の
事
績
』
（つ
ば
さ
企
画
、

1988

年
）
６
頁
。

（６
）
「辻
六
郎
左
衛
門
上
書
」
（『日
本
経
済
大
典
』
第11

巻
、

明
治
文
献
、1967

年
）249
頁
。

（７
）
小
平
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

『小
平
市
史
・近
世
編
』
（東

京
都
小
平
市
発
行
、2012

年
）196

頁
。

（
８
）
「
祖
先
川
崎
定
孝
翁
略
歴
」
（
国
分
寺
市
史
編
さ
ん
委
員

会
『国
分
寺
市
史
料
集
Ⅱ
』
国
分
寺
市
発
行
、1982
年
）228

頁
。

な
お
、
「
高
翁
家
録
」
は
、
武
相
史
料
刊
行
会
校
注

『
武
相

史
料
叢
書
３
・
高
翁
家
録
―
川
崎
平
右
衛
門
定
孝
事
蹟
録
―
』

た
と
え
ば
、
農
民
た
ち
の
セ
リ
フ
で
、
武
蔵
野
地
域
の
主
体
性
、

親
近
性
を
あ
ら
わ
す

「
こ
の
武
蔵
野
」
と
い
う
表
現
が
確
実
に

増
え
て
い
る
。
一
方
、
《
28
・
別
れ
》
川
崎
が
美
濃
に
旅
立
つ

シ
ー
ン
で
は
、
２
０
１
５
年
版
は
川
崎
が
一
人
で
旅
立
っ
て
い
た

が
、
16
年
版
で
は
高
木
三
郎
兵
衛
を
伴
っ
て
い
た
。
「高
翁
家
録
」

に
よ
れ
ば
、
高
木
は
川
崎
よ
り
先
に
美
濃
に
行
っ
て
い
る
が
、
美

濃
で
川
崎
と
と
も
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
は
史
実
と
し
て
確
認
さ

れ
る

（註
22
）。
ス
タ
ッ
フ
の
思
い
が
伝
わ
る
変
更
と
い
え
る
。

  

さ
て
、
今
年
は

「
川
崎
平
右
衛
門
没
後
２
５
０
年
」
に
あ
た

る
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て

い
る
。
本
作
品
も
、
そ
の
中
核
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
本
作
品
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
通
過
点
で
し
か
な
い
。
今
後
、

武
蔵
野
の

『
忠
臣
蔵
』、
さ
ら
に
は
日
本
の
世
界
の

『
忠
臣
蔵
』

に
な
る
た
め
に
は
、
無
限
の

「
改
訂
」
が
不
断
に
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
開
発
万
能
で
は
な
く
、
環
境
の
視
点
も
必
要

と
な
る
。
地
域
内
矛
盾

（
正
徳
年
間
の
小
金
井
・
府
中
の
秣
場

を
め
ぐ
る
騒
動
）
も
発
生
し
て
い
る

（
註
23
）。
武
蔵
野
新
田
へ

の
外
部
資
本
の
進
出
、
土
地
の
譲
渡
、
売
買
、
転
売
や
、
こ
れ

に
と
も
な
う
下
層
農
民
の
離
村
、
農
民
間
格
差
の
拡
大
な
ど
の

現
象
も
報
告
さ
れ
て
い
る

（
註
24
）。
川
崎
の
政
治
的
位
置
に

も
注
意
し
た
い

（
註
25
）。
幕
府

（
公
権
力
）
の
新
田
政
策
の

再
検
討
も
不
可
欠
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
川
崎
の
新
田
経
営
を

「
共
助
」
の
側
面
の
み
に
限
定
せ
ず
、
「
公
助
」
と
組
み
合
わ
せ

て
評
価
す
る
方
が
リ
ア
ル
か
も
し
れ
な
い

（註
26
）。

  

一
方
、
本
作
品
が
、
美
濃
、
石
見
さ
ら
に
は
世
界
へ
と
視
点
・

枠
組
み
の
拡
大
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
大
き
い
。
「
一
地
域
の

成
功
譚
」
「
新
し
い
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
発
見
」
で
終
ら
せ
る
こ
と

な
く
、
普
遍
化
、
一
般
化
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
地
球
の
危
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中
市
郷
土
の
森
博
物
館
編
集
・
発
行

『
府
中
市
郷
土
の
森
博

物
館
紀
要
』
第
26
号
、2013

年
）
参
照
。

（20
）
府
中
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
生
涯
学
習
課
文
化
財

担
当
編

『
新
版
武
蔵
国
負
の
ま
ち
府
中
市
の
歴
史
』
（
府
中
市

教
育
委
員
会
発
行
、2006

年
）319

頁
。

（
21
）
田
無
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

『
田
無
市
史
・
第
三
巻
・

通
史
編
』
（
田
無
市
企
画
部
市
史
編
さ
ん
室
、1995

年
）644

～655

頁
。
『小
平
市
史
』782
頁
。

（22
）
美
濃
国
の
川
崎
と
高
木
の
活
動
つ
い
て
は
、野
田
政
和

『川

崎
平
右
衛
門
と
寛
延
・宝
暦
治
水
』
（私
製
版
、2008

年
）
４
頁
、

野
田
政
和

「
美
濃
国
本
田
代
官
川
崎
平
右
衛
門
定
孝
の
民
政
」

（
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
編
集
・
発
行

『
府
中
市
郷
土
の
森

城
大
奥
に
入
っ
て
い
る

（21

―218

頁
）。

（26
）
ち
な
み
に
「養
料
金
」
制
度
を
幕
府
の
新
田
政
策
（公
助
）

と
考
え
る
説
も
強
い
（『小
平
市
史
・近
世
編
』387

～390

頁
）。

幕
府
が
武
蔵
野
の
新
田
開
発
の
さ
い
、「土
地
均
分
主
義
」
を
と
っ

て
い
た
こ
と
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

（
藤
原
音
松

『
武

蔵
野
史
』
武
蔵
野
市
役
所
発
行
、1948

年
、293

～307

頁
。

［
参
考
文
献
］
府
中
文
化
振
興
財
団
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館

編
集
・
発
行

『
代
官
川
崎
平
右
衛
門
』
（
府
中
市
郷
土
の
森
博

物
館
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
10
、2009

年
）

博
物
館
紀
要
』
第23

号
、2010

年
）6

頁
、10

頁
。

（23
）
大
石
学

『享
保
改
革
の
地
域
政
策
』77

頁
。

（24
）
た
と
え
ば
、
『小
平
市
史
・
近
世
編
』
で
は
、
野
中
新
田

の
江
戸
町
人
の
出
資
、
名
主
の
開
発
場
取
上
げ
、
村
役
人
に
対

す
る
訴
訟
、
開
発
場
か
ら
の
撤
退
、
鈴
木
新
田
の
独
立
運
動
、

大
沼
田
新
田
の
名
主
役
設
置
運
動
、
廻
り
田
新
田
の
開
発
反

対
運
動
、
本
村
か
ら
の
独
立
運
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を

明
ら
か
に
し
て
い
る

（144

～251

頁
）。
保
谷
市
誌
史
編
さ
ん

委
員
会
編
集
・
発
行

『保
谷
市
史
・
史
料
編
２
・
近
世
』
（1986

年
）、53

～55

頁
。

（
25
）
た
と
え
ば
、
『新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
定

孝
の
弟
平
九
郎
定
常
の
娘
二
人
が
定
孝
の
養
女
と
な
り
、
江
戸

　

今
回
、
思
い
が
け
ず
大
石
学
先
生
か
ら
貴
重
な
原
稿
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
激
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
も
と
も
と
現
代
の
日
常
生
活
を
素
材
と
し
た
作
品
を

書
い
て
き
た
人
間
で
、
江
戸
時
代
の
、
そ
れ
も
享
保
改
革
期

の
史
実
を
劇
化
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
無
理
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
の
方
々
が
文
化
の
街
お
こ

し
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
住
む
武
蔵
野
地
域
を
拓
い
た
川
崎

平
右
衛
門
の
こ
と
を
広
く
市
民
に
知
ら
せ
た
い
と
言
う
の
で
、

そ
れ
な
ら
せ
め
て
勉
強
会
で
も
と
、
２
０
１
０
年
春
か
ら
始
め

ま
し
た
。

　

勉
強
会
が
始
ま
っ
た
翌
年
の
３
月
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
ま
し
た
。
そ
の
規
模
が
史
上
最
大
と
言
わ
れ
る
宝
永
の
大

地
震
に
匹
敵
す
る
と
言
う
こ
と
で
、
地
震
学
会
が
あ
ら
た
め

て
そ
れ
に
先
立
つ
元
禄
大
地
震
と
宝
永
大
地
震
の
再
検
証
に

乗
り
出
す
姿
を
見
て
、
享
保
の
改
革
は
震
災
復
興
の
改
革
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
始
め
ま
し
た
。
宝
永
大
地
震
で
は
富

士
山
の
大
噴
火
が
起
こ
り
、
平
右
衛
門
の
育
っ
た
府
中
押
立
村

一
帯
も
火
山
灰
で
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
た
と
え
十

分
な
史
料
の
裏
付
け
が
な
く
て
も
、
時
代
と
人
間
と
い
う
視
点

か
ら
人
の
心
を
考
え
る
こ
と
は
、
実
は
文
学
や
芝
居
が
担
う
べ

き
仕
事
で
す
。

　

そ
の
と
き
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
は
、
元
禄
大
地
震
の
と
き
、
辰
之

助
少
年

（
後
の
川
崎
平
右
衛
門
）
は
10
歳
で
あ
り
、
宝
永
大

地
震
の
時
は
も
う
14
歳
の
大
人
と
し
て
農
地
の
復
興
に
取
り
組

ん
で
い
た
は
ず
で
す
。
植
民
地
育
ち
の
私
が
戦
争
で
父
を
失
い
、

敗
戦
で
一
家
離
散
の
う
ち
に
日
本
へ
引
き
揚
げ
た
の
は
10
歳
の
時

で
し
た
。
そ
れ
が
私
の
人
生
の
始
ま
り
で
し
た
。
き
っ
と
辰
之
助

の
心
に
は
、
あ
の
災
害
時
の
農
民
の
苦
労
が
深
く
刻
み
込
ま
れ

て
い
た
は
ず
で
す
。

　

そ
う
考
え
た
と
き
、
外
か
ら
は
見
え
な
い
け
れ
ど
平
右
衛
門

の
心
の
動
き
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
身
分
の
垣

根
を
越
え
て
平
右
衛
門
を
信
頼
し
た
大
岡
忠
相
の
動
き
に
対
し

て
も
、
時
代
の
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
強
い
理
念
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
歴
史
の
素
人
で
あ
っ
て
も
、

こ
れ
は
芝
居
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
演
劇
は
、
困
難
に
襲
わ
れ
た
時
代
、
住
民
が
共

に
祈
り
、
お
互
い
の
協
力
を
誓
い
、
神
へ
の
感
謝
を
合
唱
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
そ
こ
で
は
個
々
の
事
例
を
語

る
こ
と
よ
り
失
っ
て
は
な
ら
な
い
文
化
を
確
認
し
、
共
に
歌
い

上
げ
る
こ
と
で
し
た
。
今
回
、
合
唱
構
成
劇
を
選
ん
だ
の
も
、

今
多
く
の
人
々
が
時
代
の
行
く
末
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
や
は
り
気
に
な
る
の
は
歴
史
研
究
者
・
専
門
家
の

視
線
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
大
石
先
生
の
今
回
の
丁
寧
な

作
品
分
析
と
助
言
は
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
た
く
、
歴
史
の
学

び
方
に
つ
い
て
も
多
く
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
勇
気
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

感
謝 

 

　
　
　

木
村　

快
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●年間４回発行の活動レポートをお送りします。
●会員による企画行事をお知らせします。
●お申し出があれば、上演舞台の録画ＤＶＤをお送りします。

★年会費（現代座レポート購読料を含む）
一般会員 3,000 円 
協賛会員 　　10,000 円（１口以上） 
郵便振替口座番号   00110-7-703151　ＮＰＯ現代座

ＮＰＯ現代座の会員になってください

NPO 現代座

誰でもできる朗読教室
＊ 3 期生発表会＊

　　日時：2017 年 3 月 22 日（水）13:30 開演
　　会場：現代座３階小ホール（入場無料）

　第４期　受講者募集！
　基礎訓練から舞台発表まで（12 回講座）
　開講期間　2017 年 4 月～ 9 月（６ヶ月間）

　日時 毎月第２・第４水曜日（原則）
 A クラス　午後 1:30 ～ 4:00
 B クラス　午後 6:00 ～ 8:30
 （人数によって終了時間変更あり）

 全 12 回、最終月の９月は
 舞台稽古と発表会本番になります

　講師　長谷川葉月
　募集定員　各クラス８名
　受講料　18000 円（全 12 回、発表会費用も含む）

◆近代から現代の文学作品などをテキ
ストにした、初心者向けの講座です。
朗読に大切な発声の技法と口をきれい
に動かすための基礎訓練を取り入れ、
朗読に適した声作りをしていきます。
まずはテキストを全員で読み分けして
作品を読む楽しみを味わいましょう。
８月には各自が発表作品を練習し９月にその成果を舞台
で発表しましょう。舞台朗読の実践までを丁寧にお教え
します。お申し込みはＮＰＯ現代座まで。

うたと語り
「遠い空の下の故郷

～ハンセン病療養所に生きて～」
小金井市立緑中学校　卒業記念講演会
日時　：3 月 10 日（金）10:30 ～
場所　：緑中学校体育館

ＮＰＯ現代座のお知らせ TEL 042-381-5165
FAX 042-381-6987

初心者向け　ヨガ教室
　　どなたでも、いつからでも、始められるヨガです♪

完璧なポーズを作ることよりも、
まず自分の身体を知ること、
気づくことを大切にします。

　　他者と比べない、
　　ありのままの自分を味わう時間を過ごしませんか？

毎週火曜日　現代座会館 3F
10:15 ～ 11:15（60 分）初心者クラス　　　　　　1000 円

11:45 ～ 12:55（70 分）女性のための骨盤ヨガ　　1500 円

14:00 ～ 15:00（60 分）椅子に座ってできるヨガ　1000 円

講師：志野（しの）
メール：info@yoga-lifemaker.com
WEB サイト：http://yoga-lifemaker.com


